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1 はじめに
スマートフォンなどの普及により，Webニュースの

閲覧は PCだけではなく，多種多様なデバイス，時間，
場所で行われることが一般的になった．ニュース閲覧
支援において，コンテキストを考慮することで，その
時のユーザに適したニュースを適したタイミングに配
信することが出来る．しかし，デバイスの位置情報や
スマートフォンの操作情報から，今そのユーザが何を
しているのかを完全に判別するのは困難である．そこ
で本研究では位置情報に加えて居場所情報をコンテキ
ストとして取り入れた．居場所情報というのはユーザ
がどこでどんなことをしているのかという情報であり，
GPSで得られる位置情報より更に詳細なユーザの状態
を特定できる．本研究では，居場所情報を利用し，ユー
ザのコンテキストやその変化に合わせて最適なニュー
ス配信をするニュース閲覧支援システムの実現を目指
した．

2 コンテキストを考慮したニュース閲覧支援
コンテキストを考慮したニュース閲覧支援とは，ユー

ザの好みだけではなく，ユーザのコンテキストに適し
たニュースを配信することである．本研究では，ニュー
スの種類，量および表示形式などをコンテキストに合
わせて変化させる．例えば，一般的なニュースを通学
時間に配信し，ユーザの趣味に関するニュース記事を
休憩時間中や，帰宅後に配信するように制御する．ま
た，ユーザの利用中のデバイスにあわせ記事の量や表
示方法を調整する．
本研究におけるコンテキストは，ユーザの居場所情

報および利用デバイス情報を時系列順に並べたリスト
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である．本コンテキストを用いることで，居場所情報
の変化や利用デバイスの切り替えなどのコンテキスト
の変化を考慮したニュース配信の制御を目指す.ユーザ
の居場所情報を loc(T, P,A)と表す．ここで，時刻 T ,

位置情報 P , および行為 A である．居場所情報として,

講義や食事など位置が特定できない場合も考える．
ユーザが利用するデバイスの切り替えは，ユーザが

デバイス間の閲覧ニュース情報引き継ぎ機能を利用す
ることで取得できる．閲覧しているニュース記事を他の
デバイスで閲覧する際，特別な機能がない場合はユー
ザがURLをメールなどを利用して別デバイスへ送信す
る手間がかかる．そこで本システムでは，ユーザがデ
バイス同士を近づけるだけで閲覧しているニュースの
情報を別のデバイスへシームレスに引き継げる機能を
実現した．デバイス間の引き継ぎは，引き継ぎ元のデバ
イスをδfrom，引き継ぎ先のデバイスをδto，閲覧し
ているニュース記事をArとすると，trans(δfrom,δ
to, Ar)と定義できる．ニュース配信は，配信先デバイ
スをδ，ニュースの配信元となるニュースサイト Pub，
ニュース記事のカテゴリ C，ニュースの数 N として
push(δ, Pub, C,N)で表せられる．
例えば，食事から研究室に戻って来た学生に関して

考える．この時，この学生にとって好ましい情報とし
て，趣味に関するニュースを配信したい．これに関し
て，本システムでは，次のように表現される．
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Tθ は食事・移動にかかる時間として考えられる最大
の時間であり，システム内で設定された値である．本
システムでは試作としてニュースのカテゴリを指定す
ることでユーザの好みであると考えられるニュース記
事を配信する．recm(Pr,C)はユーザの好み Pr から
配信するニュースのカテゴリ C を求める式である．ま
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図 1: ニュース閲覧支援システム構成図

た，ユーザが利用するデバイスを変更した時の例とし
て，スマートフォンから PCへの閲覧ニュースの引き
継ぎを考える．この引き継ぎは trans(スマートフォン
, PC,Ar)と表せられる．スマートフォンから PCへ閲
覧ニュースを引き継ぐということはそのニュースへの
関心が高いと判断し，本システムでは閲覧ニュースAr

に関連するニュース記事を配信する．このようにコン
テキストを考慮することで居場所や利用するデバイス
が変更も，ユーザが明示的に入力を行うことなく，シー
ムレスに適切なニュース配信を行える．

3 設計・実装
本システムは，取得したWeb ニュース記事の中か

らユーザのコンテキストとその変化に合わせた内容の
ニュースを選択しユーザに配信する．本システムの構
成図を図 1に示す．クライアントシステムはユーザが
利用する各デバイスに搭載されている．ニュース推薦
サーバ,居場所管理サーバは計算機上で動作している．
ニュース配信サーバのニュース管理モジュールでは定
期的にWeb 上からニュースを収集する．収集した記
事ごとに本文とそこに含まれる記事の重要語を抽出し，
ニュースデータベースへ保存する．ニュース選択情報
生成モジュールでは，ユーザデータベースや居場所情
報管理サーバからコンテキスト情報を取得・分析し，
ニュース選択情報を生成する．ニュース選択情報とは
そのユーザへ配信する最適なニュースを選択するため
に利用する情報のことである．ニュース配信モジュール
では，ニュース選択情報とマッチするニュースをニュー
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図 2: 配信ニュース一覧 (左：通学中，右：研究室)

スデータベースから選択しユーザに配信する．
クライアントシステムとして iOSアプリとWebアプ

リを実装した．ニュース推薦サーバは主に Node.jsで
実装した．居場所管理サーバは我々が開発した居場所
確認システム [1]を利用する．デバイス間の閲覧ニュー
ス情報引き継ぎ機能は Bluetooth LEを利用して通信
相手のデバイスを自動認識して情報通信を行う．
本システムを起動するとユーザのコンテキストに合わ

せたニュースのリストが表示される．リストからニュー
スを選択し，ニュースの内容を閲覧出来る．本システム
の実行画面の一部の例を図 2に示す．左の例はスマー
トフォンを利用して通学時に配信されたニュースのリ
ストで，その日のトップニュースが配信されている．右
の例はタブレット端末で研究室内で閲覧するときに配
信されたニュースのリストで，技術系のニュース記事
が配信されている．また，デバイスの画面の大きさに
合わせて配信ニュースの表示形式は異なる．スマート
フォンのような小さな画面の場合，シンプルなリスト
形式にして表示できる情報量を多くした．タブレット
以上に画面の大きなデバイスであれば配信ニュースに
含まれる画像と共にリスト形式で表示する．

4 おわりに
本研究では，居場所情報を取得し，そこから得られる

ユーザのコンテキストを考慮して，それに適したニュー
スを配信するシステムを試作した．コンテキストによっ
て配信するニュースの種類，量，表示形式を変更をす
る．また，コンテキストの変化に対応してシームレス
な情報引き継ぎを実現した．
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